
日本 TDM 学会 第 74 回セミナー 

ハイブリッド開催（対面＋Zoom） 

テーマ：ブスルファン TDM の意義と課題 
 

日時： 2025 年 2 月 4 日（火）19 時 ～ 20 時 30 分 

会場： 武蔵野大学 三鷹サテライト教室 (JR 三鷹駅 南口より徒歩 1 分：下図参照) 

申込先：https://forms.gle/A6hNinVAT92hLFeV9（1/28 締切） QR コードからも可能 

参加費：日本 TDM 学会会員 無料   学生 無料 

非会員 1,000 円 
 

司会進行：武蔵野大学薬学部 三原 潔 

【講  演】 19 時 ～ 20 時 30 分 

「ブスルファン TDM の意義と課題」 

ブスルファンは同種造血幹細胞移植の前治療に用いられます。ブスルファンの体内動態の個体差は

大きく、過剰投与では急性期・晩期の合併症のリスクが高くなり、一方、過少投与では悪性疾患の再

発や生着不全のリスクが高くなることが知られています。それ故、ブスルファンの薬物濃度に基づく

用量調整がこれまで議論されてきました。令和 6 年度診療報酬改定において、ブスルファンが新たに

特定薬剤治療管理料 1 の対象となり、今後、ブスルファンの TDM の標準化が望まれると思います。

本セミナーでは、長年ブスルファンの TDM を実施してきた施設の立場から、ブスルファンの TDM の

意義や克服すべき課題について概説し、ブスルファンの TDM の実施体制の整備についても議論しま

す。 

講師：千葉大学医学部附属病院薬剤部 准教授 副薬剤部長 山崎伸吾 先生 

 

 

※ 日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度 受講単位（1 単位）を申請中です 

※ 日病薬病院薬学認定薬剤師制度 受講単位 (1 単位)【領域Ｖ－１】を申請中です 

※ 希望される方は、上記のどちらかの単位認定となり、両方を受け取ることはできません 

主催：日本 TDM 学会 

 

【お問い合わせ先（世話人）】 

岡田賢二 

横浜薬科大学 臨床薬剤学研究室 

〒245-0066 神奈川県横浜市戸塚区俣野町 601 

E-mail: k.okada@yok.hamayaku.ac.jp 

TEL: 045-859-1300 FAX: 045-859-1301 


